
ポレズイエ ト

一文科系大学でのエイズ教育について一

水清

要  約
愛知県立大学で 1-2年生207名に「エイズ教育につ
いて私はこう考える」というテーマでレポートを課しそ

れを分析した。今の大学生はエイズ教育を中学・高校の

保健体育の授業を中心に受けてきており、それがエイズ

の基礎的な知識の獲得に役立っている。 しかし学生はエ

イズを身近に感 じる事が出来ずに授業法への工夫が求め

られている。エイズを教える教師の自信のなさと大人の

エイズヘの無理解についても専門家育成や大人への生涯

教育など注文が多い。今回は薬害エイズについて触れた

レポートが減少した。学生へのマスコミの影響は大きい

が、エイズに関するセンセーショナルな報道は減った現

在、小中高校とともに大学でのエイズ教育も、最新の知

識、国際的な視点、人権教育などさらに工夫する必要性

について触れた。

はじめに

私は平成 9年 3月 「エイズレポートー文科系大学での

エイズ教育をしてみて一」を書いた。
l)そ の中で大学生

のレポート「エイズについてこう考える」264件 を分析

し、 1)現在の小中高校のエイズ教育はエイズに関する

初歩的な知識の普及に役に立っている。 2)平成 8年度
のレポートでは薬害エイズに関するレポートが多くマス

メディアの影響が大きい。 3)大学生にとってエイズを
身近な問題として受けとめていない。 4)薬害エイズが
クローズアップする中で薬害エイズ以外のエイズ患者を

自業自得にする意見がかなり見られるなどを骨子として

述べた。

平成10年度はさらに焦点をエイズ教育にしばり「エイ

ズ教育について私はこう考える」というテーマでレポー

トを提出してもらいその内容を私なりに整理 し現在の大

学生が受けてきたエイズ教育について考察した。

対  象
対象は愛知県立大学で保健体育、健康科学を受講した

207名の学生で「エイズ教育について私はこう考えるJ

というテーマで自由にレポートを書いてもらった。学生

は文学部、外国語学部、情報科学部の学生 1-2年生で
男子25名女子182名 と女子大生が多い。一部に社会人で

入学 した学生のレポートも入っている。

レポー ト内容全体の分析

レポートはエイズ教育について自由に書いてもらって

いるので、内容は様々で同じ内容が重複する場合が多い

が、あえて学生がレポートの中で一番主張したかった点

を一項目に絞ってみると以下のようになる。

・ エイズ教育のあり方はどのようであるべきか。75件

(偏見・差別の問題、授業法、エイズ教育を

始める時期、薬害エイズの反省などを含む)

・ 自分が学校で受けてきたエイズ教育の評価  56件
・性教育に焦点を絞ったレポート       38件
・ エイズ教育に及ぼすマスコミの影響     29件
・その他 (イ ンターネットとェイズ、死の教育  9件
の必要性、薬物使用とエイズ、留学経験など)

以下、 レポートの中から著者が印象に残って言葉をそ

のまま記載する。「 」内は学生の言葉である。

1。 今の大学生は子供の時にエイズについてどのような

経験をしているか。

日本のエイズは1980年代のセンセーショナルなエイズ

報道があり、それが子供の世界にも濃厚に反映された。

小学校時代の体験に触れているレポートが 5件あった。
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いじめとの関係でいまだに忘れられないようである。

「私が小学校の頃、こんな出来事があった。アレル

ギーか何かで体中に、できものができた子がいた。ちょ

うどその頃、子供達が覚えたてで、その内容をよく知

らない病名があった。エイズである。みんなはその子

を回々にエイズ、エイズとはやして、触るとうつる、

あっちへ行け !な どと言ってからかっていた」「 まだ

子供達の意識の中で絶望的な重病といえば、エイズと

ガンだった。ガンは種類によっては克服できるし、身

内をそれで亡くした人もいて、普段の話題にのぼるこ

ともなく、重病として神妙に扱われていた。一方でエ

イズは違った。エイズはどこか薄暗く、汚らしいとこ

ろのあるイメージで扱われた。子供同士のいじめやケ

ンカの時に使う悪回の語彙にも入っていた」。

2。 今の大学生はいつ頃からエイズ教育を受けているの

か 。

自分がいつ頃エイズ教育を受けたかハッキリ記載し

たレポートが46件あった。中学校からが38件で一番多

い。高校からが 5件で小学校と記載した例が 3件あっ

た。

「私がエイズに関する授業を受けたのは中学生の頃

だったと思う」「エイズについて初めて教育されたの

は、小学校 6年のときだった。その時は理解をすると

いうよりも、教科書を読み、必要単語を覚えてテスト

に備えるのがせいぜいだった。中学に上がると、OH

Pを使ってより詳 しい授業を学んだ」「小学校の頃に

はエイズについての授業はなかった。正規のエイズの

授業が始まったのは、中学校の保健からであるJ「現

在エイズについて強制的に勉強をさせられるのは中学

校 0高校の保健体育の授業である」。

レポートを書くために名古屋周辺の小学校 0中学校

の養護の先生を取材 した学生がいる。現在は小学校か

らエイズ教育に取り組んでいる。

「名古屋市の小学校では、学習指導要領に乗っ取っ

て、日標を達成する為に、校内で話し合って、学校独

自で何を教えるか決める。養護の先生の考え方なども

学校によって違うので、学校によって、性教育・ エイ

ズ 0環境教育を、教えたり教えなかったりする学校が

出てくる」「瀬戸市では性教育推進協議会でカリキュ

ラムを組んで小学校から中学校まで教える。小学校で

は 1年に 2時間エイズ教育の時間を持つ。 1年生では、

血液は自分で始末しましょう。誰でも人間は平等など

を教え 6年生になると、性教育をする。中学校では、

保健体育に時間にエイズのビデオを見たりする」「尾
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張旭市立の小学校では文部省からエイズ指導があり、

5年前から1-6年生に性教育をするカリキュラムの

中にエイズ教育を取り入れている。 6年生では 1年間

に 2時間エイズの話し、患者さんへの思いやり、共に

生活する時はどう接するか。自分だったらどう接して

欲しいか。ジョナさんやライアン君のビデオを見たり、

本を読んだりする。アンケートを取ったりする」。

3。 それではどのような科目でエイズ教育を受けている

のか。

どのような科目でエイズ教育を受けたかに触れたレ

ポートは31件あるが、27件が保健体育である。理科の

生物、社会科、家庭科、年一回の人権講話、特別授業

などの記載もある。

「わたしが中学・高校のころうけたのはほとんど保

健体育の授業だった。ビデオなどをみて、そのあと感

想文をかいたり、討論などをした。今でも覚えている

ビデオはNHKの ドキュメンタリーで、アメリカの親

子で両親がエイズで母子感染した子どもの生活をリポー

トしたものと、日本の川田龍平さんの裁判の記録をま

とめたものである」「学校でエイズ教育にあてられる

時間は、絶対的に少ないと思う。保健体育で 2、 3時

間やったくらいでエイズのすべてを知ることはできな

い。だったら、エイズは保健体育の授業でやるもの、

という概念を捨てて、例えば、人権問題であれば社会

科で扱えるものであるし、特別授業を設けてみるのも

いい方法だろう」「私だけではなく、今の学生のほと

んどは保健体育という科目にそんなに関心を持ってい

ないように思う。これは主要 5科目に重点を置いてい

るために他の科目にあまり注意を向けられないという

理由もあるかもしれない」「このレポー トを作成する

にあたつて、私は高校の時の教科書を調べてみた。も

ちろん初めは保健体育の教科書を引っ張り出してきた

のであるが、まさかと思って試しに開いてみた生物の

教科書にまでAIDSの説明が載せられていたのには驚

いた。これは遺伝子に関する項目のページで、免疫機

構が破壊されることについてを中心とした内容であっ

たが、日本でもこのように様々な分野からAIDS教 育

をすすめているのだなとすばらしく思った。他に、も

うすでにされているかもしれないが、国語の教科書で

もAIDS患者の方々やその家族の皆さんの書かれた手

記などを取り入れたみてはどうかと思う。 AIDS問 題

に限らず、現代は学歴社会で、受験科日以外にはあま

り力を入れて学べなくなる、そんな方法をとれば少 し

は効果が上がるかもしれない」。



4.本来中学校・ 高校でエイズ教育が行われているはず
なのにそれが身についているかどうかは別問題である。

以下のようなレポー トもあつた。

「小中高校と12年間多くのことを学んできたが、エ

イズについてはほとんど先生からちゃんと教えてもらっ

た覚えがない。マスコミ等でおおまかなことを知って

いるだけだった」「 レポートを書 くために本を読んだ

が、本を読んで初めてェイズについて詳しいことを知っ

た」「私が初めてェイズについて知ったのは実話を元

にした漫画を読んだ時だった」「エイズ教育を受けた

ことがありますか ?と 聞かれたら、私はどうやって答

えたらいいのかわからない。今の日本でのエイズ教育

は、とても曖昧なものでしかないように思う。実際に

私自身は高校生の時にエイズに関するパンフレットや

プリントをもらった事だけしか覚えていない」。

5。 それでは今の大学生は受けてきたエイズ教育にどの

ような印象を持つているのであろうか。受けて来たエ

イズ教育を評価する意見と不十分とする意見とむしろ

否定的な意見がある。

評価する意見としては「僕も、中学 0高校と保健の

授業を受けてきましたが、エイズに関する問題を取り

上げられていたことはよく覚えています。十代、二十

代の若い世代は、エイズに対する基本的な知識をもつ

ようになったと思います」「受験のための勉強を教え

込むよりも、エイズなどの社会問題について教えるこ

との方が現在の私たち人間にとっては重要なことだと

思う」「ある特定の病気をとりあげて、それに関 して

教育が行われるのは珍しい。風邪ではそんな教育はな

いし、小学校では虫歯に関する授業ぐらいである」

今のエイズ教育では不十分あるいはよくないという

意見は以下のようなものである。基礎的知識が十分に

教えられていないという不満が一つはある。

「学校での教え方は何となく形式的な感じがすると

いうことである。特に感染の原因については、学校だ

とダイレクトな表現を避けているようだJ「確かに我々

は、中学校・高校の保健体育の授業でエイズについて

習ったし、上の世代の人達よりは、それについて詳 し

いと思う。 しかし、私達が学校で教えられた内容が、

その目的を充分に果たしているだろうか。我々はエイ

ズに対する正しい知識を持っているのか。何故性交渉

によってエイズに感染するのか、何故同性愛者に感染

者が多いのか、どうすれば自分がHⅣ 保有者なのか、

そうでないのかが判るか、そういう基礎的な知識は何

も教えてもらえなかったように思う」「病気で苦 しん

でいる人のつらさなど、少しも頭にはない。 AIDS教

育までもが、詰め込み式だったことに原因があると思

う」。

今のエイズ教育がエイズの予防方法に重点を置かれ

るため差別、偏見に結びつく危険性を指摘 しているレ

ポートは多く、以下の様である。これは日本のエイズ

教育がまだ克服出来ない問題を突きつけている。

「予防方法に偏り過ぎていて、感染者たちの人権や

彼らに対する偏見や差別の問題について見落としがち

であるJ「 しかし、エイズという病気そのものについ

て理解させ、感染予防について教えるだけでは、エイ

ズに対する恐怖が募るばかりである。その結果、感染

者に対 して不必要に防衛的になり、感染者の人権を侵

害することになってしまう」「エイズの人と一緒に遊

んだり、手をつないだりしてもうつらないよといわれ

るのも逆に、感染している子供はどこか普通とは違っ

ているのだ、という目を持つことになるかもしれない。

私はエイズ教育の難 しい所は今述べた点にあると思う。

つまり、エイズ教育は感染者に対する差別意識を除去

するように働いていようで、実は社会にはエイズウイ

ルスを持っている人がいてその人たちは普通の人と違っ

ているのですよ、と生徒に教え、これまでなかって差

別意識を新たに植え付ける方向に働いているように思

われるのだ」「エイズてこわい病気なんだ、自分 も何

かで感染したらどうしようという印象が強く残ってい

た。こういう印象をもったのは私だけではないはずで

ある。今思えば、こういう印象がエイズ患者に対する

偏見の芽になった。当時のエイズ教育は本当に正しかっ

たのか」「今のAIDS教育は、病気については教えて

病気になった人のことについては教えていない」「ェ

イズについては世の中にはかわいそうな人々がいる。

治らない病気で死んでしまうのだよ。このかわいそう

な人々を差別 してはいけないよという具合に第二者的

にしか捉えておらず、かつ既に差別意識を植えつけて

いたように思う」「さながら障害者に対 していだく複

雑な本音とタテマエのようなものを感じた」。

6.エイズを身近に感じる事が出来ない、それを危惧す

る学生が多い。33人の学生が実感のなさに触れている。

その為にエイズ教育の必要性に疑間を持つ学生もいる。

「感染に対する行動パターンなどの説明は、個人的

にエイズにうつらない教育であって、健常者の立場か

らのみの視点である。感染者や患者への差別意識や偏

見をもたないという第二者的立場ではなくても、もし

自分が感染したらという立場から、真剣に考えさせる
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ような教育が求められると思 う」「本当に頭のなかだ

けの知識であったJ「エイズに関 しては、主に、その

病気の特性、感染経路が中心となり、正 しい知識や情

報を教えられた。 しかし、それだけのものであり、実

際の社会問題には全くも、れたりはしない。正しい知識

の普及は喜ぶべきことではあるが、これだけでは、他

人事であり、自分自身の問題として、エイズを考える

ことはできません」「エイズはまだ日本では名前だけ

が先走りして、実際の対処法や、基本的な知識はあま

り理解されていないもののように感じる。結局自分と

は遠いものである。 ドラマや映画の中のもの、と思わ
れているのではないかJ「エイズ教育の功績である国

民のエイズに対する意識の向上も、エイズの本質的な

恐ろしさに対する実感のなさの為に無実化している所

にあるのではなかろうか」「私は、正直に言って、エイ

ズはあまり自分に関係のない病気だと思っています。

だってお、つうに生活していいれば移らない病気なんで

すから。セックスだって不特定多数とするほどひまじゃ

ないし、経済的にも子供を育てられる状況にないから

避妊もします」「まずエイズを身近なものだと感 じる

こと。すべてそこからだと、私は思う」。

7.今回はエイズ教育について私はこう考えるというテー

マでレポー トを課しているので授業法についの工夫や

注文が多かつた。いくつか取り上げる。

授業法への工夫については「高校生、大学生にはIE

しい知識をもたせると同時に、例えばコンドームを配

布して正 しい使用方法を教えるというような具体的な

教育も必要となってくると思う」「一つは参加型の授

業にすれば少しは改善されるのではと思う。つまり教

員側が一つのテーマを出し、我々が意見を出し合って

話し合いをするという形式のことだ」「患者が前向き

に生きている姿をビデオ教材で使用するのが最も望ま

しいのではないかJ。

授業内容への注文としては「エイズ教育には、単に

エイズの知識を与えることだけではなく、そういった

精神的な支えになれるような人を育てていくことなの

だ。わたしたちは、そんな教育をしていかなくてはな

らない」「現代日本におけるエイズ教育の問題点とし

ては、不特定多数の人との性行為に対して、倫理的な

面やエイズに対する恐怖をあおることによってHIV

への感染を防ごうとする点にある。この方法ではHIV

感染者への恐怖をあおるばかりでエイズに対する理

解ある社会を構築することには程遠いJ「患者は偏見

や差別に常に耐えている。この偏見や差別をなくすた
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めにも共感のもてるような教育をしなくてはならない

と思う。ここで大切なのは共感と同情を区別すること

だ。同情は裏をかえせば差別にもなる」「エイズ教育

に必要でかつ困難なのは、知識教育ではなく共感教育

だと思います。共感と同情は違います」「エイズ教育

と言う狭い枠の中だけでなく、同時に、社会の問題も

考える社会教育につなげていけばいいのではないか」

「どうしてこのようにエイズに対する関心が低 くなっ

てしまうのか ?そ の理由はさきほど挙げたデータ教育

にあると思う。このデータによるとこれはこうで、こ

のデータによると ・̈。 しかしそれはただのデータに

過ぎない。目には入るが,さには入らない。事実である

が現実ではない。思うのだが事実である必要はないの

ではないか。実際自分が核を怖いものだと感じたのは、

何月何日に原爆投下、何人死亡などという情報データ

ではなく、はだしのゲンという原爆を基にした漫画を

読んでであった。事実であるなしではなく心に染み入

る何かが、エイズ教育には足らないのではないかと思

う」「エイズという病気について、そんにな詳 しく知

る必要があるのだろうか。エイズ教育は、今のままで

は、結局他の授業と同じで、聞いている人もまばらな、

ただ単に義務で聞いているようになってしまうだろう。

こころでエイズを受け入れられるようになる授業を期

待 したい」。

8.いつ頃からエイズ教育をすべきかについて

学生のレポートにエイズ教育をいつ頃から実施すべ

きか順序よくシステム化 した教育など21件 ほど意見が

あった。

「教育には順序がある。まず、子供にエイズの知識

を与えることによって防ぐことができるようにする。

防ぐためにはエイズの恐ろしさを教えなければ防ごう

という意欲は起こらない。ところが、知識を教える一

方で差別をなくそうとしている。恐ろしさを教えれば

差別はなくならず、逆につくってしまう。その矛盾を

教えるのであるから、よほど教育内容をシステム化 し

なければ教育効果はマイナスになる部分が非常に大き

い。また教える側にもエイズについて多くの知識が必

要である」「参考文献からエイズの感染直後に風邪の

ような症状が出ることがあると先生が話 したら風邪の

症状が出たときに不必要な心配をする小学生や普通の

生活をしている人はエイズにかからないから大丈夫と

先生が話したところ自分のお父さんは昼は家で寝てい

て、夕方仕事に出ていき、朝帰ってくるいう生活を送っ

ているのでエイズにかかりやすいと思ってしまうとい



う事例から小学生のような子どもたちに対 してエイズ

に関する詳しすぎる教育はかえって子どもたちの不安

や誤解を招いてしまう結果となる」「 エイズ教育を受

けるのに適切な時期がある。それは学齢期である。そ

の時期なら義務教育機関も含まれるので、みんなが大

人になるまでにエイズに関する正しい知識を得られる

からだ。もしその時期にエイズ教育を受けていなけれ

ば、エイズに関する正しい知識を得ることはできない

し、エイズに対 して誤解・偏見・差別を持ってしまい

かねない」「性行為は、たいていの人がすることであっ

て、それが盛んであるかないかは別として、性行為を

した人を汚いと思う人はエイズに偏見を持つ人ほどは

いないと思う。では差別の要因はというとうつるとい

うことではないだろうか。うつるということで差別を

するのはひどいと思って、性的な乱れにかこつけてそ

の人を差別 しようとしているのである。差別しないた

めには、小さい頃から簡単にはうつらない、うつらな

いと頭に叩き込んでおく必要があるだろう。日本のエ

イズ教育はもっと早期に行うべきだと思う。子供も、

大人が思っているほど傷つくものではないと思う」。

9.教える教師の自信のなさが目立つ

エイズ患者をみたことのない教師がエイズ教育をす

るわけだから生徒には自信なく教えているように映っ

ているようである。

「私が初めてェイズ教育を受けたのは、 ilr学校だっ

た。ちょうどこの頃から、日本ではエイズを頻繁に取

り上げるようになってきた。学校では、みんなにもっ

とエイズのことを知ってもらいたいと言うよりは、教

育委員会で、教えないといけないと決められているか

ら授業をしていたように思う」「私が中学 。高校では、

エイズについて授業でも何度か、取り上げられてきた

が、先生も教えにくいらしく、さらっと流すような感

じで、詳しくは教えてもらった経験が少ない」「教え

る側がはずかしいと思って説明をするようでは全く効

果はないと思う。話す側がためらいをもって話してい

れば、その気持ちは話 しを聞く側に伝わるものである

と思うからだJ「中学生だった私は体育の先生による

保健体育の授業で、エイズについて学習した。 しかし

今思い出してみれば体育の先生自身エイズに関しては

手探り状態で、とても生徒にきちんと理解させること

が出来るほど研究 していたとは思えないし、ェイズ教

育としてのキャリアも皆無に等しかったに違いないJ

「エイズ教育のプロフェッショナルを育成する研究機

関が充実しなくてはならない」「新 しい教育分野に戸

惑う教師も多いと思われるので的確な判断を指導でき

る専門教師の育成も今後の課題であろう」「現在、 き

ちんとした知識を持って生徒達に教えれる教師が養成

されていないことである。私が中学校の時、 エイズに

ついて教えられたときも、体育の教師が教科書に載っ

ている解説を、当たり障りのないようにしか説明しな

かったように思う」「あれから数年たった今、中学・

高校のエイズ教育は変化しただろうか。今回の夏休み

にを利用して地元の中学に行き伺ったところ私が受け

たエイズ教育となんら変わりのないエイズ教育が行わ

れていることが分かった。そして更に、教える教師側

も何をどう教えるべきなのか、何を一番強調すべきな

のか、戸惑っているという現状も語ってくれたJ「エイ

ズの授業になると急に先生の回数が少なくなったり普

段はにぎやかなクラスが静まりかえったりすることが

私の学校ではあった。性の授業も男女が別々の教室に

入って普段とは全く異なる雰囲気の中で行われたこと

を覚えている」「エイズ教育の目的は、感染拡大の防止

(エ イズの説明、検査のすすめ)、 差別や偏見をなくす

ことである。 しかし、このようなこと全てを、保健体

育の教師に求めるのは無理である。また、限られた時

間で、その上授業で扱わなければならないことは他に

もある。私は中学生の時、学校で薬物乱用の恐ろしさ

について、学校外から専門家を招いて、講義を受けて

ことがある。エイズ教育にも専門家が必要であると思

う」「 しかし、教師にとっては、自分達がエイズ教育

を受けてきておらず、間違ったことや、自分達の勝手

な思い込みも子供達に教えかねない。子供だけでなく、

教師も一緒にエイズの正しい知識を学ぶ必要があると

私は思う」「教師自身も、 自分がエイズに感染する可

能性はないと信 じているし、エイズ教育に関しても文

部省にそう決められたからといった義務感から、マニュ

アルどうりの授業を展開し、よって生徒への説得力も

薄れているのであろう」。

評価されている教師もいる。「中学校三年生になっ

たとき、体育の先生が特別に 3時間を使ってエイズの

勉強をするといいだした。私は、また同じことをする

のかと思って正直うんざりしていた。しかし始まった

授業はこれまで受けていたものとは違っていた。事前

アンケートから始まりSTDの こと、そしてある少女
の体験記なども交えて私たちにわかりやすいように、

でもきちんと正 しいことを教えてくれた。アメリカで

エイズと闘っている少年のことも話してくれたし、日

本で自分がエイズであることを公開して差別をなくす

よううったえる運動をしている人のビデオも見せてく



れた。文字のうえでの知識しかもっていなかった私に

とってこれはかなりの衝撃だった。自分でもエイズに

かかる可能性は十分にある。決 して遠い世界の病気で

はないと初めて感 じることができた。先生は授業が終

了したあとみんなに感想を書かせて事後アンケートを

とった。そして授業で使ったプリントと事前・事後ア

ンケートの結果、それからみんなの感想をすべてまと

めて一冊の冊子にしたものを全員に配ってくれた。そ

の冊子はいまでも大切にしまってある」。

かならずしも専門家でなくても出来るノウハウの必

要性を指摘 したものある。「教育の格差の問題もある。

義務教育の場合は大体どこの学校のどの科目でも、同

じレベルの授業を行っているはずである。それがエイ

ズのこととなると様子が違うようである。学校あるい

は先生により、授業のレベルが大きく違ってきている

という現状があるらしいのだ。エイズ教育については、

少数のベテラン教師が必要とされているわけではなく、

新米の教師で指導できるノウハウが必要とされている

のではないのだろうか」

10.エ イズとの関係でおこなわれる性教育の難しさに関

しては学生も痛感している。

「性教育の土台ができる前にエイズ教育が先行して

しまったということである。私はエイズ教育というの

は性教育がきちんと成された上で行われるべきもので

あると考える」「私が疑間に思ったことは、 コンドー

ム教育がエイズ教育になるのかということであるJ

「日本のエイズ教育は節制教育とコンドーム教育の狭

間でとまどっているというのが現状であるJ「性交の

しくみを教えない性教育の上にはHIV感染、エイズ

についての学習が成り立たない」「理科で受精卵の話

があっても性交の教育は大人が扱いにくく (十分に)

なされていない」「たいてい学校で行われるエイズ教

育は、性的行為による感染にばかり重点をおいている

気がする。エイズは性的行為で感染します。だから不

純異性交遊はやめなさいといつのまにか生活指導に変

わっているのではないだろうか」「わたしは、私が受

けてきたエイズ教育を決して良かったとは思ってはい

ない。今まで以上にエイズ教育を浸透させてゆくため

には、性について、包み隠さず、明確に教えるところ

から始めなければならないと思っているJ。

11,大人へもエイズ教育を

大人のエイズ教育の必要性を指摘しているレポート

が11件あった。エイズ教育を受けた生徒は基礎知識の

ない大人との間に大きな溝があることに気がついてい

る。

「現在、中高年の人は充分な性教育は受けておらず、

エイズについては学生より知識が少ない人もいるので

はないか」「私たち若い世代だけでなく、親の世代に

も、エイズ教育は必要だと思う。親の世代は今よりもっ

とエイズに対する正しい知識を持っている人はすくな

かっただろうし当然その子供にエイズの教育をしてあ

げられるわけがないと考えるからだJ「 エイズ教育の

場については、学校だけでなく家庭でも行われるのが

理想である。 しかし、実際のところ、家庭内で性教育

が行われないという日本の現状から見ると、家庭での

エイズ教育はあまり期待できない。私自身も、エイズ

という病気を知ったのは学校で教わった時が初めてだっ

たし、親とエイズについて話し合ったことは一度もな

い」「親と子がいっしょにエイズについて学ぶ機会を

学校側が用意することも必要なのではないかと思う。

例えば授業参観日や親子学級の時に親子で子供でもわ

かるレベルで学んだり、いっしょにHⅣ 感染者が差

別や偏見に立ち向かい、病気とも闘うような話のビデ

オなどを見たりする。こうしたことがきっかけで家で

も家族でエイズについて話し合う機会が増えるといい

と思う」「親と子が性やエイズについて語り合えるよ

うになれば良いと思うJ「ただ、学校できちんとして

教育を受けている子供よりも、その親である大人の中

に差別意識が強いことの方が問題なのではないだろう

か」「大人が正しい知識を持ち、差別や偏見を持たな

い社会をつくるべきだ。若者や子供は、その社会の中

で育てば必然的にエイズ感染者との正しいコミュニケー

ションのとり方を覚えていくはずだ。私はそれば一番

のエイズ教育だと思う」「教育というと上から下へ、

先生から生徒、学校の授業といったイメージがある。

しかし、エイズに関しては誰もかれもが学ばなければ

いけない状態に見える。自分の親だって、先生だって、

エイズなんてあまり気にせずくらしているだろう。エ

イズについては、大人も子供もいっしょになって考え

て、学ばなければならない」。

エイズに関しても生涯教育の必要性を指摘 している。

「私は、エイズ教育というのは、教育機関である学校

や大学だけでなく、社会全体で担ってゆくべきだと思

う。そして、何よりも私たち一人一人が性に関してしっ

かりして意識を持って、自らを傷つけるような行為を



しないようにすることが一番大切なのではないだろう

か」「若い世代が相当な知識を持っているのに対 し、

親世代の人々の知識が若い世代より少ないことである。

親世代の人々はエイズ教育を受けていないためだと思

われるので、学校教育だけでなく職場 。地域でも教育

が行われる必要がある」「子供達にエイズ教育を施す

義務を学校だけに押しつけるつもりは無い。まずは家

庭で、親が子に教えるべきなのは言うまでもない。 し

かし幸い日本では、せっかく学校で高水準の教育をし

ているのだから、その内容をさらに実用的で充実 して

ほしい」。

12.マ スコミとエイズ教育について

エイズ教育に及ぼすマスコミの影響について29件あっ

た。その中には今回のレポートはマスコミ関連は薬害

エイズの報道が減少し世間のエイズに関する関心が減っ

たという意見があった。事実薬害エイズに関するレポー

トは平成 8年度に比較して減少 している。

「今回レポートを書くにあたって資料を探 していて

感 じたのだが、エイズについての資料は意外に少ない

のだ。書店に至っては、癌などについての本やエッセ

イは多くあったが店を 4軒まわって、エイズ関連の本

は 2冊 しか置いていなくて、後は取り寄せという形だっ

た。このことだけでなく、新聞やテレビなどのニュー

スでのエイズに対する取り扱いは、ほかの病気とは少

し違う様に思う」「ある時期エイズについてとりざさ

れて国民はもうエイズについて分かったと安心 してし

まったのではないかと思いました」「エイズが以前ほ

ど報道されずに、人々がエイズの存在が注目されなく

なった今こそ、エイズ教育を着実に広範囲に積極的に

行う必要があるJ。

今回のレポートでは1998年 7月 から9月 にかけて放

映されたテレビドラマ「神様、もう少 しだけ」
2)は
見た

人が多くそれを取りあげたレポートが多かった。そし

てその評価は分れた。「今までに聞いたことはあるが

詳しくはじらなかったといった若い世代の人達に、エ

イズを知るきっかけを与えたのが一つのトレンドドラ

マだったというのはいかにも現代的であるように思う」

とういう受け止め方がある。

テレビドラマを評価しない意見としては、「私には

これはマスコミの視聴率 upの ための多 くは興味本位

によるもので教育とはほど遠いものに思われる。実際

に、私たち視聴者側も人気番組だし、おもしろいから

見るけどどうしても自分には関係のないまさか起こる

わけもない話だととらえてしまうJ「人気俳優の人気

が高まれば高まる程、親近感は弱まり自分とは縁遠い

世界に感じてしまう。 AIDSも別世界のこととして把

握されてしまう。ものすごい数の爆撃の生の映像を見

ていながらTVゲームのシュミレーションと混同して

しまうことが話題になった、あの湾岸戦争の時のよう

だ」。

女子高校生の援助交際にお、れ「テレビの影響力とい

うのはすさまじいものだと思いつつ、こういう人達が

エイズを広めているのかと思いうんざりしたJ「 しか

し私が何より嫌いだったのは援助交際していてエイズ

に感染した女子高生がヒロインつまり視聴者側で善の

立場におかれたことである。私はこんなヒロインに共

感できない。ェイズになっていい気味だとさえ思った」

「最近テレビや映画でエイズを取 り扱ったものをよく

見るようになった。たいてい最後は感動的な内容であ

る。こういった ドラマなどを見ることで、エイズとい

うものを美化 (何か感動的のもの)し たり、映像の世

界のこととしてとらえる人がでてこないか少々心配で

ある。話が感動的であればあるほど現実とのギャップ

を思い知らされる」。

評価する意見としては「あの ドラマの中の話は現実

にも起こっているかもしれない。エイズをもって身近

なものとして受けとめるために、今私たちにできるこ

と、それから学ぶべきなのではないだろうか。それが

私の考えるエイズ教育である」「私は噂が流れ、 TV
で話題が上がるようになってから、学校で話を受けた

という体験をした。学校はとにかく遅い。情報の発信

から、伝達するまでが非常に長すぎる。だからTVな

どで知識を増やすのは良いことだと思 う」「神様 …・

を観たことによってこういう手続きでエイズ検査をす

るんだとかエイズヘの社会の目などが女子高校生たち

にも分かったのではないだろうか。そしてこれもエイ

ズ教育の一つではないだろうか」「 ドラマをはじめと

して、いろいろメディアを通してどうしたら感染して

しまうか、そして普通の生活をしている分には何も問

題はないということを知ることができる。これらの点

では日本はエイズ教育先進国の一員になっていると感

じる」「今回はドラマという形で、エイズに関 して興

味をもつきっかけをたくさんつくることが出来た。そ

こから、興味をもった人々がエイズに対しての正 しい

知識をもち、そのことを8、 まえた上での行動こそが、

今のこの現状を変えることができるであろう」「学校

教育で早い時期から性教育やエイズ教育を行なうのは

もちろん大事なことであると思う。それを大前提とし

てであるが、テレビドラマは、人々が、よリエイズを



身近な病気として受け入れることを可能にすると私は

考える」「学校の教材で使用するビデオは内容がまじ

めすぎて面白くない。そこでこのようにドラマ仕立て

にしてみるのはどうだろうか。自分と同じ年齢の主人

公だから、共感じやすくまたエイズに対しての価値観

が変わってくるのではないだろうか、またもし自分が

彼女のようになってしまったらと患者の立場になって

考えることができるようになるかもしれないJ「今、

テレビドラマでAIDSを テーマにした神様、 もうすこ
しだけ¨。という番組が放送されている。その影響で

エイズの検査を受ける若者が急激に増えているらしい。

現代の若者には、学校の教科書で学ぶよりも人気俳優

の出ているテレビ番組を見るほうが、よほど効果があ

ると思う。それも正しい知識とは言えないが、教科書

でAIDSは翻訳すると後天性免疫不全症候群というと

習うよりもなんらかの影響があるだろうJ。

マスコミの影響 ドでエイズ教育を受けてきた世代と

して以下のような文章もある。

「 ドラマや映画などで取り上げるというのは影響力

があるからいい反面間違った知識が広まってしまうか

もしれない、という危険性があるから、試作側の知識

も重要だと思うし、作る人はその点を気をつけてもら

いたいと思う」「私が本格的にエイズ教育を受けたの

は高校に入ってからのように思う。ちょうどその当時、

川田龍平さんのHIV訴訟や、アメリカのバスケット

ボール選手のマジック・ ジョンソンさんのエイズ告白

など、日本だけでなく国際的にエイズ問題がクローズ

アップされていた。そういったことが重なって、エイ

ズ講演会があらゆる所で行われ、また、保健の授業等

でも大きく取り Lげ られた。いわばブームに乗ったか

たちで、エイズ教育が活発化していたように感じられ

る。だが、それ以降はやや下火になっている気がする。

最近も、エイズに感するテレビドラマが話題となり、

エイズ検査をする人々が増えているようであるが、こ

れも一時的なものにすぎないのかもしれない」。

13.エ イズ自業自得論に対して

今回もエイズの自業自得論について触れたレポートは

14件 ほどあった。まだ自業自得論が充分克服出来てい

るとはいえない。

「様々な報道を見るうちに私には、エイズはホモの

病気という知識が刷り込まれていった。顔を写さず、

すリガラスごしから、差別を訴えるホモの人々、エイ

ズの人々を見ても、同情する事もなく自業自得だとい

う大人の言葉どうりだと感じていた」「肺がんにかかっ
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た人とエイズにかかった人。同じエイズでも感染の仕

方が異なる人。病の種類、かかった状況で人の態度は

変わってしまう。そこには偏見というものが存在する。

私にも偏見がある。売買春でエイズウイルスに感染し

た人に対して表面的な部分では、どんな人も差別の対

象になることがあってはならないし、その人権は守ら

れなくてはならない、と言える。 しかし根っこの部分

では自業自得だ、と思ってしまう」「あとで、東南ア

ジアなどは売春目的で旅行に行ってエイズに感染する

人もいるということを知ってとても驚いた。病気自体

は差別しないけれど、このような理由でエイズに感染

したということを知ったら、やっぱり軽蔑してしまう

かもしれないなと思ったJ。

一方エイズ自業自得論についてしっかりした意見も

述べられている。

「エイズに感染したと公表するということは、同時

に自分が良くないとされるイ子為をしたというプライベー

トな部分をさらすことになるのだ。そうした感染は自

業自得と言えなくない。 しかし人間に過ちはつきもの

である。死に至る病気にかかり、本人は誰にも言われ

なくとも十分に後悔をし、絶望しているに違いない。

そのことを十分に考慮して、感染者を暖かく見守る気

持ちを育てることも大切だと思う」「自分に非がない

場合にエイズに感染することもあるし、たとえ自分の

行為のせいだったとしても、死を見つめて生きること

はつらいに決まっている。一生懸命自分の人生を生き

ようとしている人たちに、嫌な思いをさせて住みにく

い環境を強いるのは、生きる権利をすでに奪うことに

なると思う。こういったこともきちんと伝えられるエ

イズ教育であってほしい」「愛知高校生フェスティバ

ル実行委員会という組織があり、ある年にイベントの

一企画としてエイズが取り上げられた。企画会議の中

では、特に薬害感染によるエイズは同情的に見られ、

大きく取り上げられたのに対し、性行為による感染の

場合は取り上げられなかった。ここには日に見えない

偏見がある。同じエイズ患者でも同情の余地がある場

合と自業自得だと差別をされる場合があるのだ。これ

は偏見をなくすための正しいエイズ教育がなされてこ

なかった結果であると思う」「まだ数としては多いと

はいえないが、自分がエイズであることを告白し、エ

イズの真実を教えよようと積極的に活動 している人た

ちもいる。自分がエイズでありながら、エイズと闘い、

またエイズをくいとめようと懸命になっている人たち

の行動を私たちは決して見過ごしてはならない。それ

らこそ真のエイズ教育であるといえるのだ」「私の中



学校では年一回人権講話が行われていたが、一年と二

年の時はエイズについてだった。また家庭科の時間と

人権講話の内容について注目すべき点は輸血や医療事

故、母子感染以外の経路から感染した人達、一般に自

業自得とみられがちの人々がとりあげられた。エイズ

には、ハンセン氏病の偏見とはちがった側面を持って

いる。それは感染経路が性行為や麻薬の回し打ちなど

の場合は自業自得として世間は感染者に対して冷たい。

しかし世界的に様々な人のありかたが認められるにし

たがって、性行為によって感染した人もその人権を守

れるべきだという考え方が出てきており、その考えは

エイズ教育の中に盛り込まれつつあるJ。

14.留 学経験

少数だが (2件 )留学経験で学んだエイズ教育につ

いて触れるレポートがあった。エイズ教育だけでなく

日本との授業形態の違いが指摘されている。

「アメリカヘ留学をして大学内にもホモセクシュア

ルやレズビアンのサークルのポスターが堂々と貼られ

ているなど性が公共の場に氾濫 している。日本のエイ

ズ教育でももっと性を正面からとらえて性行為感染を

説明すること、患者の人権問題を取り入れること、そ

して学校以外における住民たちのエイズ学習の支援を

つくることが必要であると考えられた。こうした教育

は、従来の受験勉強用の詰め込み教育は決して出てこ

ないものである」「交換留学で通ったオーストラリア

の学校では、かなリダイレクトに、しかも、生徒と教

師の間で対等に激しい討論がなされていて、私は驚き

の色を隠せなかった。ホストシスターの話では、一ケ

月に一回ほど生徒達がテーマを決めて調査し、エイズ

以外にもドラッグやピルなど様々な問題を取り上げる

のだそうだ。一般論として、他国と比べ日本の生徒や

授業形態は受け身で消極的だとよく言われるがエイズ

教育という点でも、それは共通しているように私には

思われた」。

15.エ イズ教育と国際性

日本のエイズ教育では他の国のエイズについて十分

に教えれてはいないようである。 レポートでは他の国

のエイズについては簡単にしか触れられていない。

「私は、幸いにして日本に生まれた。だからエイズ

教育を受けることができる。日本にいれば、優秀な医

師に診てもらうこともできる。良い治療を受けること

もできるだろう。しかし、日本のような国ばかりがあ

るわけではない」「エイズは世界規模でも深刻な問題

であるので、日本だけにとどまらず、発展途上国をは

じめ、ェイズ感染者が増加 し続けている国々では、エ

イズ教育はさらに積極的に行われるべきである」「エ

イズ教育については他にも発展途上国などでエイズ教

育はおろか、普通の教育すら受けられない状態で、予

防できないなどという深刻な問題もある。私達が本当

の意味で予防と偏見をなくそうと考えているのならば

それらの国々についても考え、目を向け、助け合わね

ばならない。そのような思いやりもエイズ教育の一環

として大切なことではないだろうか。私達は、今一度

エイズ教育についてしっかりと見つめ直し、エイズを

世界的な問題として捉え、改善の努力をしていかなけ

ればならないと私は考える」「エイズはアフリカの一

地方に起こり、様々な条件のもと、世界中に広まった

といわれている。このように、一地方の出来事が全世

界に大きな影響を与えた。それは、もはや世界が各地

方と直結 していることを意味しているのだと思う。遠

いどこかの国のことも無関心ではいられないというこ

とも子供たちが学んでいくのではないだろうか」。

考  案
今回の大学生のレポートから見られる範囲で現在おこ

なわれている小中高校のエイズ教育を考え、さらに大学

におけるエイズ教育について触れる。今回は「エイズ教

育について私はこう考える」というテーマで自由にレポー

トを書いてもらっているのでアンケートとは違い、最近

の学生のエイズに関する意識を量的に正確に分析する事

は難 しい。 しかしながら以下のような事は言える。

今の大学生は中学校 0高校で、保健体育の授業を主に

エイズ教育を受けてきており、エイズとはどのような病

気でその予防にはどうすればよいのかといった基礎的な

知識は身につけていることが分かる。これは昭和62年の

エイズ問題総合対策大綱を受けて昭和62年 2月 、文部省

のエイズ予防についての体育局通知があり、さらにそれ

以降の文部省の対応が大きく、私が10年前に愛知県立大

学の保健体育の授業でエイズ教育を取り上げた時と比較

し学生の理解度は雲泥の差がある。
3)そ れでもまだエイ

ズ教育としては不十分で、エイズを教えている教師は生

徒には自信なげにおしえている印象を与えているようで

ある。またエイズが治療法のない怖い病気であると教え

られておりそれがよけいエイズの患者の差別、偏見に結

びつくと生徒は感 じている。 また現在のエイズがSTD

であり、性教育が不十分なままエイズ教育が行われるこ

とに割り切れないものを感じているようである。さらに

家庭ではエイズとは縁の遠いと考えている親と共通の話



題にすることが出来ない。 したがって大人にもエイズ教

育をという意見が出てくる。

しかし日本ではエイズの患者はアメリカ合衆国、東南

アジア、アフリカと比較し患者数は少なく、医療機関で

すらエイズ指定病院以外は日常的に遭遇することは少な

ぃ。
4)し たがってエイズについては知識だけで行う授業

であり、自信をもって身近な問題として授業をすること

は難しい。またエイズそのものが1980年代以後出てきた

新しい感染症で、一般の大人にとっても親子でエイズに

ついて話すことは難しい。 しかし、エイズという病気が

あり、現在はSTDの予防と血液の扱いに注意すれば簡

単にうつる病気ではないことを知っているだけでもまっ

たく無防備の状態よりよほどよい。過去の学校教育で一

つの感染症が集中的に取り上がられたことがあっただろ

うか。すくなくとも日本ではエイズ患者が短期間に爆発

的に増加するのを防ぎ得たのは中高校でのエイズ教育が

一定の役目を果たしてきていると思う。このことは今後

の保健体育の授業にいくつかの課題を提起 している。エ

イズ教育による実績は他の疾患、とりわけ日本に多いア

レルギーや成人病 (生活習慣病)の 予防や治療に保健体

育の授業が十分に貢献出来ることを示している。またハ

ンセン病や精神疾患など、ともすると差別・偏見でみら

れる疾患の人々との共存について若い時から教えていく

事が出来る。ただこの問題は現在の学校保健が半病気や

半健康な子供達への対応に追われ、また養護教員は不登

校の生徒への対応も期待され余裕のない状況で性教育と

の関係でエイズを取り上げなければならない難しさをもっ

ている。
6)

また学生のレポートに見られる疾病の怖さを教えるこ

とでエイズ患者の差別に結びつくという指摘は逆の読み

方をすれば、偏見とか差別という言葉がたびたび学生の

レポートに出ており今の大学生に人権意識が十分に定着

してきたいることを示 している。今の大学生がエイズと

いう問題を通 じて疾病の予防の知識だけでなく、病気に

かかった人を思いやる心を持ち、自然に社会の差別、偏

見という言葉がでているのは心強い。また大学生がとも

するとエイズを他人事として考えてしまう、そのことの

危険性を自分で自覚している学生が多く、自分の身近な

問題としてエイズに取り組むにはどうすればいいのか考

え続けている。またすでに多くの小中高校でのエイズ教

育についてのすぐれた実践経験が積み重ねられてきてお

りこれがさらに広がればエイズという感染症を通 じて人

間教育に広がりを示すことになろう。
6)7)8)

またエイズ教育を受けていない親、大人とはエイズや

性の問題を語ることは出来ず大人ヘエイズ教育をという
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指摘はもっともな指摘で、エイズ教育は教育機関だけの

問題でなく、企業や地域も含めた生涯教育の一環を担う

ものになりつつあると思う。

以上の状況から大学の教養課程におけるエイズ教育は

どのような事を教える必要があるのだろうか。

エイズに関する基礎知識は一応身に付いていても忘れ

ていたり、あいまいな部分は復習をしておく必要がある。

しかし大学生であり義務教育・高校での授業で基礎知識

を持ってきているので重複を避け、むしろウイルスと細

胞の親和性とは何か、 HⅣ は何故免疫細胞のように重

要な細胞に親和性を持つことになったのか、HⅣ のOrig

inは どのように考えられ立証されてきたのか、長期間未

発症者とそうでない人がどう違 うのか、 HIVは何故 レ

トロウイルスといわれるのか、逆転写酵素の役目などと

いったウイルス学の一部をわかりやすく紹介すれば十分

関心をもってもらえる。

学生のレポートにみられる一番大きい問題はエイズが

不治の病で治療法がないと教えられていることである。

今の大学生が中学校の時はそうであったかもしれない。

しかし現在のエイズはすでに慢性疾患で複数の逆転写酵

素阻害剤やプロテアーゼ阻害剤の併用療法によってエイ

ズの発病を長期に予防可能になってきている。
1

このことを十分に話しておかないと、どうせ直らない

病気なら検査を受けに行く気にならない。レポートを書

くために春日井市保健所にエイズの検査にいった経験を

学生がエイズの検査を受ける人が減少 していると書いて

きている。

また中高校のエイズ教育がどうしてもエイズにかから

ないにはという発想で、健常者の立場で行われる教育で、

HIV感染者の立場での教育が不十分である。その視点

をエイズ教育に取り入れるとすれば当然、新薬に間する

情報や、医療費の問題、 HⅣ 感染者の抱える問題、学

校や職場でプライバシーの守り方や人権の問題など多く

語るべきことがある。これはすべて学校教育に押しつけ

てしまうのでなく卒業後も生涯教育として教育プログラ

ムが予定されるべきである。

今年のレポートには薬害エイズに関する記載が極端に

減少してしまった。マスコミ報道が減少したことと関係

すると思うが、日本のエイズの特徴は薬害エイズが多い

ことであり、それには官庁・製薬業界・医学会の癒着な

ど構造的な問題があり、教え続けなければならない問題

である。ただ薬害の問題はエイズ以外にも過去にも多数

あり、保健体育 0健康科学授業としては「薬害」として

くすりとのつき合い方を別に教える必要を感じている。

医学的な話題以外に学生に話しておきたいのはアメリ



力合衆国におけるエイズである。アメリカ合衆国ではエ

イズ対策に最初遅れをとり多数のエイズ患者を出してし

まった。
2

しかし現在膨大なエイズ対策予算を出しエイズ研究を

推進 しているのもアメリカ合衆国である。エイズを通 じ

てみるアメリカ社会を上手に話すことが出来ればいいと

思っている。同時に東南アジア、アフリカのサハラ以南

の国の衛生状態など深刻な問題をもっており、大学の教

養科目という特徴を生かして外国の地域研究を行ってい

る先生方と交流し、その経験や知識を生かすための準備

をすすめたい。

以上のように学生のレポートは現在の日本におけるエ

イズ教育の到達点や問題点を的確に指摘 しており保健体

育・健康科学の授業をすすめる際に参考になった。エイ

ズに間するマスコミ関係の報道は減っているが、東南ア

ジア、アフリカではエイズ患者は激増 しており、国際化

の進む日本も例外ではあり得ない。エイズ教育をさらに

充実することにより学生にエイズに関する最近の正しい

知識とともに人権問題、国際的視点など新しい視点を持っ

て欲 しいと思っている。

1 現在のエイズ治療はCD4と HIV RNA量 を目安に 2剤の
逆転写酵素阻害剤と1剤のプロテアーゼ阻害剤の 3剤併用療

法が基本である。以前に比較しエイズの治療は格段の進歩と

言える。しかし薬物耐性の問題、長期の多剤併用による副作

用、医療費の問題などの未解決の課題は多い。

2 1997年12月 までに、CDCに は390,692人のエイズ例の死亡
が報告されている。(Centers fOr Diseases Contr01 and

Prevention HIV/AIDS Surveillance Report 1997;9:

144)

略  語
AIDS:Acquired lmmunodeficiency Syndrome

後天性免疫不全症候群

HI 「ヽ :Human lmmunodeficiency Virus
エイズウイルス

STI):Sexual Transmitted Disease

性行為感染症
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AIDS Education at Aichi Prefectural University

SHIMIZU Kiyoshi

Department of Soci.al Welfare, Faculty of Literature, Aichi Prefectural University

The aim of this paper is to analyze how the universitystudents think AIDS

(Acquired ImmunodeficencySyndrome) education in Japan.

I obtained 207 papers written by the university students on the theme of "what

do you think of AlDSeducation in Japan ? ".

The results suggested ;

1) The university students obtained the basic knowledgeon AIDS through theAIDS

education which was held in their jwror/senior high school days.

2) However, they do not know much about recentmedical treatment for AIDS.

3) The students state in their papers that AIDS education for adults is necessary

in Japan.

4) They also receive a lot of informati.on on AIDS from mass media such as TV

program.

These results seem to suggest that AIDS education at junior high schools and

senior high schools in Japan are effective in preventing AIDS infections among

the younger generation.




